
※掲載内容は、スロベニアの報道をまとめたものです。  1 
 

 

 

政治 

【内政】 

●医師のストライキ【１日、２２日】 

１日、医師・歯科医の労働組合フィデスがストライ

キを強化する中、公立病院の約３０％、地域保健セン

ターの約２０％の医師が、週８時間以上の時間外労

働の同意を撤回した。 

２２日、欧州俸給医師連盟（ＦＥＭＳ）のデ・デウス

代表がフィデスを訪問し、公的医療の条件改善を求

めるフィデスへの支持を表明した。 

 

●カラバンケ・トンネル掘削工事が完了【６日】 

３年半に及ぶ工事の末、オーストリア国境のカラバ

ンケ高速道路トンネルの掘削作業が完了した。ブラト

ゥシェク・インフラ相は、これを嬉しく思うとともに、２０

２５年には工事が完了すると述べた。その後すぐに第

１チューブの改修工事が始まるため、両チューブでの

運行開始までにはしばらく時間がかかる。 

 

●イェセニツェ駅、全面改築へ【６日】 

オーストリアとの国境のイェセニツェ駅が、１億３，７

００万ユーロ規模のプロジェクトの一環で改修される。

ブラトゥシェク・インフラ相は、鉄道ハブである同駅へ

の投資は非常に重要であると述べ、改良によりリュブ

リャナへの２本目の線路が建設されれば、毎日６０本

の貨物列車と１００本の旅客列車が駅を通過し、乗客

数は倍増すると予想されると述べた。 

 

 

 

 

●リュブリャナ旅客センター改修【７日】 

インフラ庁は、リュブリャナ旅客センター・プロジェク

トの中心となる鉄道ターミナルの大規模改修の新た

な入札公募を行った。昨年１１月の最初の公募（見積

もり額１億３，６６０万ユーロ）は落札者が決まらなか

ったため、今回は約２０％高い１億７，３３０万ユーロ

での募集となった。 

 

●カティッチ新法相の就任【５日】 

５日、法務省が裁判所のための建物を過剰な価格

で購入したという疑惑を受けて辞任したシュヴァルツ

＝ピパン法相（社会民主党（ＳＤ））の後任として、元

法相のカティッチ結束・地域開発省副大臣（ＳＤ）が新

法相として任命された。同法相は優先課題として、建

物購入スキャンダルへの対応のほか、憲法裁判所の

判決に基づき司法給与引き上げを実施することなど

を挙げた。 

 

●裁判所建物購入に関連する家宅捜索【５日】 

国家捜査局（ＮＢＩ）は、裁判所建物購入に関して、

１６か所で捜索を実施した。ＮＢＩムジェニッチ長官は、

合計１３人に職権乱用の疑いがあり、その結果３４０

万ユーロの違法な収益が上がっていたと述べた。シ

ュヴァルツ＝ピパン前法務大臣もショルテス前法務副

大臣も容疑者には含まれておらず、建物売主の実業

家や土地鑑定士に加え、法務省の現・元高官数名の

名前が容疑者として上がっている。 
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●ＳＳＨの利益は洪水後の復興に充てられる【７日】 

政府は、国有資産の管理者であるスロベニア・ソブ

リン・ホールディング（ＳＳＨ）の定款を変更し、分配可

能利益を洪水後の復興に充てることを認めた。年間

約１億ユーロが復興特別基金に割り当てられる。 

 

●共同焼却場の基準厳格化法案が可決【７日】 

国民議会は共同焼却炉の排出基準を厳格化する

環境保護法の改正案を全会一致で可決した。この法

案は西部ソチャ渓谷にあるセメント工場サロニット社

を念頭にＮＧＯによって提案された。 

 

●ＳＤＳが３議員の委員資格を剥奪【８日】 

野党民主党（ＳＤＳ）は党の忠誠声明に署名しなか

った議員３名から国民議会各委員会の委員資格を剥

奪することを決定した。この３名には、ロガル前外相

と、同氏が設立し政党に発展すると推測されるプラッ

トフォームの共同創設者エヴァ・イルグル氏が含まれ

る。  

 

●世論調査、欧州議会選の獲得議席と投票率【９日】 

デロ紙の世論調査によると、欧州議会選挙におい

ては野党民主党（ＳＤＳ）が３議席、与党自由運動党

（ＧＳ）が２議席、社会民主党（ＳＤ）、新スロベニア（Ｎ

Ｓｉ）、左派党がそれぞれ１議席を獲得することが見込

まれる。回答者の８１％以上が必ず、またはおそらく

選挙に参加すると回答し、投票率は比較的高くなるこ

とが予想される。 

 

●農民による抗議活動と妥協【１２日、１８日】 

１２日、農民代表団体は、農業の状況に注意を喚

起し、条件不利地域における環境保全支払いの削減

に抗議するため、２月に続き３月１９日に抗議活動を

行うと発表しが、１８日、政府との交渉で合意に達し、

抗議活動は中止された。チャルシッチ農業大臣は農

民の協力と妥協の姿勢を歓迎した。 

 

●与野党、原子力拡大に関する国民投票動議を提

出【１２日】 

連立政権の自由運動党（ＧＳ）と社会民主党（Ｓ

Ｄ）、野党の民主党（ＳＤＳ）と新スロベニア（ＮＳｉ）は原

子力エネルギー拡大に関する国民投票を求める動議

を国民議会に提出した。国民投票は１１月後半に実

施される予定で、クルシュコ第２原子炉プロジェクトを

支持するかどうかが国民に問われることとなる。 

 

●行政機関職員が再びストライキ【１３日】 

スロベニアの５８行政機関のうち５４機関の職員は

給与と労働条件をめぐり再び一日ストライキに突入し

た。緊急の仕事のみ行い、全職員の給与を７段階引

き上げ、肩書を政府省庁職員と同等にすることなどを

要求した。 

 

●アルチョン大臣が副首相に【１４日】 

アルチョン海外スロベニア人担当大臣は、コミュニ

ケーション担当の副首相に任命された。アルチョン副

首相は、政府の会議後のメディアへの情報発信と、

政府の仕事に関する時事問題にも対応する。 

 

●１０年ユーロ債の発行額を５億ユーロ増額【１４日】 

スロベニアは、（今年１月に発行した）国際資本市

場における１０年物ユーロ債ＲＳ９３の発行を５億ユー

ロ増額し、２０億ユーロとした。投資家の３分の１はド

イツ、オーストリア、スイスから、１３％はフランスか

ら、１２％はスカンジナビアから、１０％はスロベニアを

含む中・東欧から、９％はベネルクス諸国から、２３％

はその他の国からとなっている。 

 

●検察当局が再びストライキ【１４日】 

検察当局は１月に続き、裁判官の給与を引き上げ

るよう求める憲法裁判所の判決を政府が履行しなか

ったことへの反発を表明し、一日ストライキを行った。 

 

●原子力エネルギー、死の幇助等が国民投票へ【７

日、１５日】 

７日、国民議会は、死の幇助に関する法案を否決

した。この法案を支持する自由運動党（GS）は国民投

票の実施に向けた手続きを開始すると述べた。 

１５日、GSは、総選挙における優先投票導入のた

めの選挙法改正と、医療目的での大麻の栽培、加

工、取引、使用に関する国民投票の協議案を提示し

た。 

 

●ファヨンＳＤ党首、党首選に再出馬せず【２０日】 

連立与党である社会民主党（ＳＤ）のファヨン党首

（外相）は、４月の党首選に出馬しないと発表した。Ｓ

Ｄは法務省によるリュブリャナ市の建物の高額な購入

に関連した告発により、ジベルト前事務局長の辞任、

シュヴァルツ＝ピパン法相の辞任・離党につながり、

政党支持率は急速に低下し、ファヨン党首は政治家

人気ランキングで最下位となった。党首選には、ブル

グレズ欧州議員、ベオチャニン・アイドフシュチナ市長

及びプレドニクＳＤ議会グループ長が出馬する予定で

ある。 

 

●世論調査、ＳＤＳが政党でトップ、海賊党が左派党

を抜く【２５日】 

ＰＯＰ ＴＶのためのメディアナ誌の調査で、欧州議

会選挙では野党民主党（ＳＤＳ）が有権者から最も支

持を得ていることが明らかになった。政党支持率は２

１．５％（２月２１．８％）で、与党の自由運動党は１４．
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３％（２月１５．１％）、非議会政党の海賊党は３．１％

で連立政権の左派党（２．８％）を抜いた。政権支持

率は３０．７％と依然低い。 

 

●企業向け５億１２００万ユーロの融資【２５日】 

ハーン経済大臣は、企業向けにＳＩＤ輸出開発銀行

およびスロベニア企業基金を通じて５億１，２００万ユ

ーロの融資・金融商品が利用可能だと述べた。ＳＩＤ

銀行の様々な種類の融資３億３，５００万ユーロのう

ち、２億３，５００万ユーロは金融商品を通じて、１億ユ

ーロは２つのファンドで小口融資、エネルギー効率投

資、流動性融資のために確保されている。 

 

●ＮＳｉ、欧州議会選候補者リストを発表【２６日】 

野党新スロベニア（ＮＳｉ）は欧州議会選挙でトニン

党首が筆頭候補となることを発表した。現職ノヴァク

欧州議員はリストの下位から再選を目指す。 トニン

党首は、２議席を目指していると述べた。 

 

●第３開発軸の最初のトンネル工事開始【２７日】 

第３開発軸高速道路のルート上の最初のトンネル

の掘削作業がヴェレニェ近郊で開始され、ブラトゥシ

ェク・インフラ大臣が式典に出席した。同大臣は、ヴェ

レニェ～スロベン・グラデツ区間は２０２８年６月まで

に、コノヴォ・トンネルは１年半で完成すると述べた。 

 

●デジタル変革相不信任案が否決【２８日】 

野党民主党（ＳＤＳ）によるストイメノヴァ＝ドゥフ・デ

ジタル変革相に対する不信任決議案が否決された。

デジタル変革省によるノートパソコン購入（６５０万ユ

ーロ）が争点とされており、３１人が賛成、４２人が反

対した。 

 

●国民議会、改正タバコ法案を可決、ＶＡＰＥ香料へ

の規制強化【２８日】 

２８日、国民議会は、電子タバコと加熱式タバコ製

品の香料を禁止し、喫煙ラウンジを廃止する改正タバ

コ法案を全会一致で可決した。香料の使用禁止は、１

２か月の移行期間を経て施行される。喫煙ラウンジは

２０２５年末までを移行期間として段階的に廃止され

る。 

 

●原子力の長期的平和利用に関する決議【２８日】 

政府は、原子力の長期的平和利用に関する決議

案を採択した。原子力と自然エネルギーのエネルギ

ーミックスを定め、スロベニアが建設を検討しているク

ルシュコ原子力発電所二号機への支持を表明してい

る。首相府原子力担当のレヴィチャル副大臣は、同

決議案は原子力エネルギーの開発指針を定めた初

めての文書であると述べた。 

 

●国民議会、投資促進法の改正を承認【２８日】 

国民議会は、ＥＵを拠点とする投資家がスロベニア

に登記された会社を持つ前にインセンティブを申請で

きるようにする投資促進法改正案を全会一致で可決

した。本改正はEU指令によるもので、奨励金が支払

われるまでに会社または子会社を登記し、投資は３

年以内に完了しなければならない。 

 

●食料価格監視プロジェクトの終了【２９日】 

 インフレを抑制するために導入された食品価格監視

プロジェクトが終了した。クネズ農業省副大臣はプロ

ジェクトに参加した小売業者と面会し、インフレの鈍化

に応じ、プロジェクト終了を共同決定した。 
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【外政・ＥＵ・防衛等】 

●外務・欧州省、イスラエル軍によるパレスチナ人襲

撃を非難【１日】 

外務・欧州省は、イスラエル軍が援助トラックに集

まったパレスチナ市民に発砲したことを非難した。ま

た、即時停戦、民間人の保護、ガザ全域への十分な

人道援助の提供を改めて求めた。 

 

●軍事力の強化【３日】 

３日、シャレツ国防相は、ウクライナとガザにおける

戦争、西バルカンにおける緊張、ＥＵにおけるナショ

ナリズムの台頭を背景に、スロベニアは抑止力として

軍事力を強化し続けなければならないと述べた。同

相は、スロベニアが軍備の買い手から売り手、そして

生産国になることを望むと述べた。国防省は防衛研

究開発への投資を２０２２年の２００万ユーロから２０

２３年は１，２００万ユーロ近くまで増額した。 

 

●クロアチア国境での検問は継続、亡命センター設

置計画【４日、１２日、１６日】 

ポクルカル内相は、昨年１０月に導入され本年６月

まで延長されたクロアチア国境における検問を当面

継続すると述べ、また、同国境近くに２つの亡命セン

ターを設立する計画について説明した。予定地となっ

たブレジツェとスレディシュチェ・オブ・ドラヴィ両自体

体はこの計画に反対し、地元コミュニティとの話し合

いは行われておらず、同地は移民を収容するのに適

していないと述べた。リュブリャナとロガテツにある同

様のセンターは、増加する到着移民により過密状態

となっている。 

１２日、政府は、建設が一時的な措置であり、警察

が住民の安全を確保すると説明し、亡命センター設

置作業を開始したが、地元住民は抗議活動を行っ

た。 

 

●クメル大臣、アゼルバイジャンでガス回廊会議に出

席【４日】 

８日、クメル環境・気候・エネルギー相は、アゼルバ

イジャンのバクーで開催された南部ガス回廊諮問委

員会の閣僚会議に参加し、同回廊がＥＵのエネルギ

ー供給を確保するための重要なメカニズムであること

を強調した。クメル大臣は、アゼルバイジャンのシャフ

バゾフ・エネルギー相とも会談し、二国間協力の強化

に向けた取り組みについて協議した。 

 

●ファヨン外相、イスラエルのカッツ外相と電話会談

【６日】 

ファヨン外相は、イスラエルのカッツ外相と電話会

談し、ガザでの即時停戦に対するスロベニアの期待

を表明した。外務・欧州省は、停戦合意にはイスラエ

ルの人質に関する取決め、イスラエルのラファ攻撃計

画の撤回、ガザの市民に対する人道援助と必需サー

ビスの保証が含まれることを期待しているとＸで述べ

た。 

 

●スロベニア・フランス、航空宇宙産業で協力【８日】 

クランスカ・ゴーラで行われたスロベニア・フランス

のビジネスフォーラムでは、航空宇宙産業を含む先

端技術におけるスロベニアとフランスの協力促進の

可能性や、パリで開催されるオリンピック・パラリンピ

ックに関連したビジネスチャンスについて議論され

た。経済省フランゲシュ副大臣は、スロベニアが本年

欧州宇宙機関の正式メンバーとして認められることを

見越し、宇宙技術における両国企業間の協力はます

ます重要になっていると述べた。 

 

●スロベニア・アイルランド経済相会談【１３日】 

ハーン経済・観光・スポーツ大臣はリッチモンド・ア

イルランド企業・貿易・雇用大臣を迎え、二国間協力

について話し合った。再生可能エネルギー、エネルギ

ー効率の高度化技術など、グリーン・テクノロジーの

分野におけるビジネス協力強化の可能性が議論され

た。競争力、欧州産業の将来、ＥＵ域内市場に関する

欧州の最新トピックについても議論した。 

 

●国防支出割合はＮＡＴＯ加盟国で最低水準【１４

日】 

ＮＡＴＯによると、スロベニアは国防支出を２０２２年

のＧＤＰ比１．２５％から２０２３年にはＧＤＰ比１．３

３％に引き上げたが、未だ比率が最も低い加盟国の

ひとつである（スロベニアより低いのはスペイン、ベル

ギー、ルクセンブルグ）。また、スロベニア国民はＮＡＴ

Ｏ加盟国地位にかなり懐疑的で、加盟国にとどまる

べきだと考えているのはNATO諸国平均６６％に対し

てスロベニア５２％となっている。 

 

●スロベニア兵が紅海アスピデス作戦に参加【１４

日】 

スロベニア軍は、紅海における商船保護のための

ＥＵのオペレーションであるアスピデス作戦に最大３

人のスロベニア兵が参加すること決定した。 

 

●スロベニア、ガザにさらなる援助を送る【１４日】 

政府は、ガザに援助物資として、国防省とスロベニ

ア軍の物資から７，０４０食分の乾燥レーションと２１

万８，４００食分のグラノーラバー、計１３３万ユーロ相

当を送ることを決定した。スロベニアはすでに２月に

パレスチナ市民に物資支援を行っている。 
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●スロベニア、ウクライナへの弾薬調達に参加【１８

日】 

国防省は、スロベニアはチェコ主導のウクライナ向

けに弾薬を購入する枠組みに参加し、１００万ユーロ

を割り当てると述べた。ウクライナが６月までに最初

の引き渡しを受けると報じられた。 

 

●ロシア大統領選挙に対する反応【１８日】 

ファヨン外相は、再選されたプーチン・ロシア大統

領に対するロシア野党勢力の抗議活動について、

「自由で民主的なロシアという考えがまだ生きている

という希望」と評価した。外務・欧州省は、スロベニア

はロシアがウクライナから併合した地域での選挙結

果を認めていないと述べた。 

 

●ドゥダ・ポーランド大統領のスロベニア訪問【２０日】 

ドゥダ・ポーランド大統領はスロベニアを訪問し、ピ

ルツ＝ムサル大統領と共にウクライナ支援の重要性

を強調した。ピルツ＝ムサル大統領は軍事支援の必

要性を強調し、ドゥダ大統領はＮＡＴＯ加盟国の国防

支出をＧＤＰの３％まで増やすことを提案するととも

に、来年のポーランドのＥＵ理事会議長国期間の優

先事項として、西バルカンのＥＵ加盟支援を挙げた。 

 

●外相、ウクライナとの安全保障協定を発表【２０日】 

ファヨン外相は、国民議会の外交政策委員会で、

ウクライナが複数の国と締結した協定と同様の、安全

保障分野での協力に関するスロベニア・ウクライナ間

の二国間協定を起草中であると述べた。 

 

●ロシア外交官に対するペルソナ・ノン・グラータ【２１

日】 

外務・欧州省は、在スロベニア・ロシア大使館の外

交官１名にペルソナ・ノン・グラータを通告した。ニュー

スポータルＳｉｏｌは、同外交官はセルゲイ・レメシェフ

中佐（副武官）であると報じた。首相府ヴォウク副大

臣は、活動にはスロベニアの外交政策を批判し、ロシ

アのウクライナ侵略を正当化することも含まれていた

と述べた。非公式な情報によれば、学生ビザでスロベ

ニアに居住する数百人のロシア人がこの活動に関与

していたとされる。 

 

●ゴロブ首相、初の原子力サミットに出席【２１日】 

ゴロブ首相は、ブリュッセルで初の原子力エネルギ

ーサミットに出席し、原子力の将来性を強調した。原

子力エネルギーを現在利用している或いは利用を計

画している３６か国が、原子力エネルギーを、気候変

動危機に対応するための重要な要素とする宣言を採

択した。ゴロブ首相は、原子力の助けを借りて、２０４

０年までに電力生産を脱炭素化すると述べた。 

 

●ゴロブ首相のストルテンベルグＮＡＴＯ事務総長と

の会談【２１日】 

ゴロブ首相はＮＡＴＯ本部においてストルテンベル

グ事務総長と会談し、スロベニアが西バルカンの安

定に果たしてきた役割に言及した。同事務総長は、ス

ロベニアの国防支出引き上げ及びコソボでの存在感

の強化における努力を歓迎した。両氏はウクライナへ

の継続的な支援についても協議した。 

同日、ゴロブ首相は、スロベニアは、ＮＡＴＯ事務総

長としてルッテ・オランダ首相の支持を表明していた

が、ヨハニス・ルーマニア大統領の擁立を受け、スロ

ベニアは、特に地域バランスを考慮して支持を真剣に

検討すると述べた。 

 

●モスクワでのテロを非難【２３日】 

スロベニアは、少なくとも１３３人の命を奪ったモス

クワでのテロ攻撃を非難した。ゴロブ首相はＸで攻撃

を非難し、犠牲者に哀悼の意を表した。外務・欧州省

は、罪のない一般市民が殺害されたことに弁解の余

地はないと述べた。 

 

●ＢＨのＥＵ加盟交渉開始を歓迎【２２日、２５日】 

ゴロブ首相とファヨン外相は、欧州理事会がボスニ

ア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）のＥＵ加盟交渉開始を承認

したことを歓迎した。ゴロブ首相は、ＢＨは加盟への

重要な一歩を踏み出したと述べ、この決定は西バル

カン地域全体にとっても重要かつ勇気づけられるメッ

セージであり、同地域の安定と発展、そしてより良く安

全な未来に貢献するものだと付け加えた。 

２５日、ファヨン外相はコナコビッチ外相と会談し、Ｂ

ＨのＥＵ加盟に向けた努力をスロベニアが引き続き支

援することを約束した 

 

●スロベニア、スペイン、アイルランド、マルタのパレ

スチナ承認に関する発言【２２日、２５日、２９日】 

２２日、スロベニア、スペイン、アイルランド、マルタ

の首相は共同声明を発表し、「（国家承認の動きによ

って）前向きな貢献ができ、状況が整えば」パレスチ

ナを国家承認する用意があると表明した。 

２５日、共同声明を受け、イスラエルのハイアット報

道官は、このような動きは「テロリズムへの報酬」にあ

たるとＸで非難した。 

２９日、ファヨン外相は、スロベニアは、他のＥＵ加

盟国との合意により、ガザ地区での永続的な停戦、

状況の正常化及び二国家解決に向けた協議開始と

いう目標を達成できない場合には、短期間のうちにパ

レスチナを承認する用意があると述べた。 

 

●ブルド・ブリユニ・プロセス諸国内相、不法移民に

ついて協議【２２日】 
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ブルド・ブリユニ・プロセス諸国の内務大臣は、移

民の密入国という視点から、西バルカン諸国とＥＵに

おける移民について議論した。２１日、ポクルカル内

相はボジノビッチ・クロアチア内相、ピアンテドージ・イ

タリア内相と会談し、２２日には、その３人に加えシャ

ラノビッチ・モンテネグロ内相、スヴェチラ・コソボ内

相、トシュコウスキ・北マケドニア内相、及びオニディ

欧州委員会移民・内政総局長が参加した。 

 

●ガザに関する国連安保理決議を歓迎【２５日】 

ジュボガル安保理特使は、国連安全保障理事会が

ガザでの即時停戦を求める決議を採択したことを評

価し、ゴロブ首相は、今こそ行動を起こす時であると

述べた。ファヨン外相は、スロベニアはこの決議の立

役者であり、この決議は希望のメッセージであると述

べた。ピルツ＝ムサル大統領は決議を歓迎し、イスラ

エルに決議の実施に貢献するよう呼びかけた。 

 

●ショルツ独首相のスロベニア訪問【２６日】 

ゴロブ首相はショルツ独首相と会談し、新技術、エ

ネルギー分野、防衛に焦点を当て、より強力な協力を

主張した。西バルカンについて、ショルツ首相はＥＵ

加盟は基準を満たしているかどうかにかかっていると

述べ、ゴロブ首相はショルツ首相の西バルカンのＥＵ

加盟に対する意欲を賞賛した。ショルツ首相は、ウク

ライナへの武器支援の継続を主張し、スロベニアとド

イツが参加しているチェコの弾薬購入のイニシアティ

ブに言及した。 

 

●メツォラ欧州議会議長のスロベニア訪問【２６日】 

欧州議会のメツォラ議長は、欧州議会選挙に先立

ってＥＵ諸国歴訪の一環としてスロベニアを訪問し

た。ゴロブ首相、ピルツ＝ムサル大統領、クラコチャ

ル＝ズパンチッチ国民議会議長と会談し、国民議会

でも演説し、前回２０１９年欧州議会選挙でのスロベ

ニアの投票率（２９％）が低すぎるとしてスロベニア国

民に投票に行くよう呼びかけた。 

 

●中欧５か国（Ｃ５）外相会談【２６日】 

中欧５か国（Ｃ５）の外相はスロベニアで会談し、ガ

ザでの即時停戦を求める国連安全保障理事会の決

議を歓迎した。ファヨン外相はこの決議がガザ和平へ

の道を開くとの期待を示し、外相らはまた、ＥＵ拡大と

ウクライナ支援について、西バルカンと東ヨーロッパ

へのＥＵの拡大へのコミットメントを再確認した。 

さらに、イヴァノヴィッチ・モンテネグロ外相も参加

し、モンテネグロと西バルカンの現状、更に、モンテネ

グロのＥＵ加盟の迅速化に対するＣ５の支援について

も議論された。 

 

 

●スロベニア・モンテネグロ外相会談【２７日】 

ファヨン外相は、スロベニア訪問中のモンテネグロ

のイバノビッチ外相と会談し、スロベニアは開発協力

やＥＵへの道筋において引き続き支援していく、また、

２０２６年～２７年の安保理非常任理事国に立候補し

ているモンテネグロに対し、スロベニアはその経験を

活かして支援することを約束した。 

 

●ＮＡＴＯ加盟２０周年【２８日、２９日】 

２８日、カヴォリＮＡＴＯ欧州連合軍最高司令官がス

ロベニアを訪問し、ゴロブ首相およびピルツ＝ムサル

大統領と会談した。ゴロブ首相と同司令官は、負担の

分担と防衛投資の約束等について話し合った。 

 ２９日、スロベニア、ブルガリア、エストニア、ラトビ

ア、リトアニア、ルーマニア、スロバキアの外相は、２

０周年を記念して共同声明を発表し、同盟関係の強

固さ、さらなる拡大の可能性、また加盟国が年間ＧＤ

Ｐの２％を防衛に費やすという約束を果たすことへの

期待を表明した。 

 

●ロシアのハッカーによるサイバー攻撃【２８日、２９

日】 

２７日、ピルツ＝ムサル大統領の公式ウェブサイト

が一時的に利用できなくなった。ニュースポータル『Ｎ

１』は、他の政府や国民議会などのウェブサイトへの

攻撃が続いたと報じ、政府情報セキュリティー局は、

システムへの不正侵入がなかったため、サイバーセ

キュリティーのインシデントには該当しないと述べ、ポ

クルカル内相は、警察が捜査を開始したと述べた。 

２９日、ロシアのサイバー犯罪組織、サイバーアー

ミー・ロシア・リボーンが犯行声明を出し、攻撃はスロ

ベニアのウクライナ支援によって動機づけられたもの

であることを暗に認めた。 
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経済・統計 

●商業用不動産価格は１０％上昇、住宅不動産価

格、６．８％上昇【４日、２２日】 

２０２３年の商業用不動産（オフィス、産業用不動

産、サービス施設）の価格は２０２２年比で１０％上昇

したが、成約件数は大幅に減少した。一方、賃貸件

数は３０％増加し、賃料は約３％上昇した。 

２２日、統計局は２０２３年の住宅不動産価格は２０

２２年比で６．８％上昇し、２０２１年以来の最小の上

昇率となったと発表した。取引件数は約４分の１減少

した。 

 

●輸出成長にはＥＵ域外国との貿易が寄与【６日】 

１月の財輸出は、ＥＵ域外国との貿易の増加を背

景に、前年同月比８．３％増となった。輸入は６．６％

増加し、同様にＥＵ外からの輸入増が背景にある。輸

出は、ＥＵ内は２％減少したのに対し、ＥＵ外は２０．

８％急増した。域外国との貿易量の増加は加工業務

によるところが大きい。 

 

●鉄鋼グループＳＩＪは昨年赤字【１２日】 

鉄鋼グループＳＩＪは、２０２２年にほぼ１億ユーロの

純利益を上げていたが、２０２３年の売上収益は前年

比２３．１％減の１０億ユーロ、損失は１，８８０万ユー

ロとなった。約３，８００人を雇用するＳＩＪグループの

エネルギーコストは２年連続で前年の２倍となった。 

 

●電力取引業者Ｇｅｎ－Ｉ、２０２３年は減収減益【１３

日】 

スロベニア最大の電力取引会社Ｇｅｎ－Ｉは、未監

査の結果によると、２０２３年の売上高は２９．３％減

の２９億ユーロ、純利益は１６．５％減の２，４８０万ユ

ーロとなった。同社は５，０００万ユーロの新規融資を

検討している。同社は、減収の主な原因はエネルギ

ー価格の下落であるとしている。 

 

●ＳＫＢグループの昨年の純利益は２５％増【１３日】 

ハンガリーのＯＴＰグループ傘下の銀行グループＳ

ＫＢの２０２３年の純利益は７，６５０万ユーロ（前年比

２５．３％増）、営業利益は９，３４０万ユーロ（前年比２

３．５％増）となった。同銀行は、高い金利収入が成長

につながったと述べた。ＳＫＢはＮＫＢＭとの合併を進

めている。 

 

●ＮＫＢＭグループの純利益は昨年ほぼ倍増【１４

日】 

昨年ハンガリーのＯＴＰグループの傘下に入った銀

行グループＮＫＢＭは、２０２３年に２億３８０万ユーロ

（前年９２％増）の純利益を計上した。営業総収入は４

億４００万ユーロ（前年比２８％増）を超えた。税引前

営業利益はほぼ倍増の２億６６０万ユーロとなった。

ＮＫＢＭ銀行単体での純利益は１億８，９３０万ユーロ

であった。 

 

●ペトロール社、２０２３年は黒字転換【１５日】 

エネルギーグループのペトロール社は、２０２２年

の赤字から、２０２３年に１億３，７００万ユーロの純利

益に転じた。売上高は、主に燃料やその他のエネル

ギー商品の価格下落により、２６％減の７０億ユーロ

弱となった。税引前・減価償却前利益（ＥＢＩＴＤＡ）は

約３倍の２億７，７００万ユーロとなった。燃料販売量

は３８０万トンと、２０２２年比で８％減少したが、商品・

サービス売上高は１０％増の５億７，１００万ユーロと

なった。 

 

●水素コンソーシアムの設立【１５日】 

１８の企業、団体、自治体が低炭素水素エコシステ

ムの構築に向けたコンソーシアム設立協定を締結し

た。本コンソーシアムの設立は日本のパートナー誘

致に向けた一歩だと考えられている。将来の持続可

能な燃料としての水素の導入を加速するために、ス

ロベニア日本ビジネスカウンシル、スロベニア・エンジ

ニア・アカデミー及び国営送電会社 ELES は、同様の

関心と視点を持つ関係者からなるコンソーシアムを結

成し、出席したファヨン外相、パピッチ高等教育相、ク

メル環境相、ハーン経済相も支持を表明した。このコ

ンソーシアムは、さまざまな分野の専門家と数十年に

わたる産業工学の経験を擁し、おそらくスロベニア史

上最大のコンソーシアムである。同コンソーシアム

は、水素関連のプロジェクトのためのインフラを提供

するが、水素の製造能力を持つパートナーを必要とし

ている。 

 

●養蜂見本市がツェリエで開催【１６日】 

第４７回目養蜂見本市アピスロベニアがツェリエで

開催された。９か国から５０を超える出展者が集まり、

最先端の機器や技術、講義やワークショップを紹介

し、専門家と愛好家のノウハウの交換を促した。スロ

ベニアの養蜂家密度はＥＵで最も高く、合計１１，００

０人の養蜂家が約２１５，０００匹のミツバチを飼育し

ている。 

 

●ルカ・コペル社、ベルティンツィに５億ユーロの物流

センターを計画【１８日】 

コペル港を運営するルカ・コペル社は、北東部ベル

ティンツィに国際物流センターを建設する計画を立て

ている。すでに同地の市長らによって全会一致で承

認され、費用は５億ユーロ以上、約３００人の新規雇

用を生むと見込まれる。 
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●ＤＡＲＳ、高速道路通行券販売１５％増【１９日】 

高速道路運営会社ＤＡＲＳは、２０２３年に８６０万

枚（前年比１５％増）の電子ヴィニエッタを販売し、２億

３，６００万ユーロ（前年比１６％増）の高速道路通行

料金を徴収した。有効なヴィニエッタを持たないドライ

バーにはのべ６万件強の罰則が科された。 

 

●スロベニアのコンソーシアムがクルシュコ原発核廃

棄物処分場の建設を落札【２６日】 

エンジニアリング会社リコが率いるスロベニアのコ

ンソーシアムが、クルシュコ原子力発電所で生成され

る核廃棄物処分場の主要施設の建設を落札した。リ

コはスロベニアの建設会社コレクトル、ＣＧＰ、コスタッ

クと提携し、９，３００万ユーロかけて処分場を建設す

る予定。処分場の基礎部分を建設している韓国の韓

国水力原子力と大宇建設のコンソーシアムが入札の

競争相手であった。 

 

●フィリピン人労働者を年間１，０００人以上確保へ

【２７日】 

スロベニアは、労働力不足に対処するため、クロアチ

アのフィリピン人労働者雇用の仲介・人材派遣会社Ｐ

ｉｎｏｙ３８５のスロベニア子会社を通じ、フィリピンから

年間１，０００人以上の労働者を受け入れる予定であ

る。スロベニアはすでにマニラに領事館を開設してい

る。 

 

●リュブリャナ空港、過去最多２２社が就航【２８日】 

２８日、リュブリャナ空港運営会社のフラポート・ス

ロベニアは、夏季ダイヤで、これまでで最多となる２２

社の航空会社が運航し、２５都市へ週１５０便以上の

定期便があると発表した。新規就航するのはリガ、コ

ペンハーゲン、マドリードである。 

 

●３月の年間インフレ率は３．６％に微増【２９日】 

３月の年間インフレ率は３．６％（前月３．４％から

微増）となった。主にアパレルと靴のシーズンコレクシ

ョンの変更が寄与した。 

 

●昨年の一般政府赤字はＧＤＰ比２．５％、債務はＧ

ＤＰ比６９．２％【２９日】 

統計局は、昨年の一般政府赤字を１５億８，７００

万ユーロ、国内総生産（ＧＤＰ）の２．５％と発表した。

２０２２年より１億１，４００万ユーロ、０．５ポイント減少

した。一般政府債務は４３６億７，０００万ユーロで、名

目では増加したものの、ＧＤＰに占める割合では減少

し、６９．２％となった。 

 

●２月の調査失業率、最低の３．１％【２９日】 

２月の調査失業率は３．１％で、前月比０．１ポイン

ト低下、前年比では０．５ポイント低下し、調査を開始

した２０１０年１月以来最も低くなった。１月時点の失

業者数は約３万３，０００人、そのうち男性は５３％、女

性は４７％だった。 
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治安・事件事故 

●リュブリャナで銃を使った強盗事件【１０日】 

９日午後８時頃、リュブリャナのモステ地区にある

店舗に男２名が侵入し、従業員を拳銃で脅迫し、従業

員と３人の客に暴行の上、両手を縛って所持品とレジ

の紙幣数枚を奪った。 

 

●ノヴァ・ゴリツァで強盗事件【２０日】 

２０日午前０時過ぎ、ノヴァ・ゴリツァの市街で４７歳

の女性が２人の男に襲われた。１人が茂みから女性

に近づき、もう１人が自転車で背後からバッグを奪っ

た。 

 

●リュブリャナで高齢者を狙った窃盗事件【２７日】 

２６日朝、リュブリャナ郊外のザログで３人組が高

齢者宅を襲う窃盗事件が発生した。１人が電気工事

を装い被害者の注意を引き、他の２人が屋内に侵入

し、数千ユーロ相当の宝石類を盗んだ。 

 

社会・文化・スポーツ 

【スポーツ】 

●女子スキージャンプのプレヴツ選手、ワールドカッ

プ総合優勝【２１日、２３日】 

２１日、プラニツァで行なわれた女子スキージャンプ

ワールドカップ最終戦で、プレヴツ選手が３位に入り

個人総合優勝した。日本勢の総合順位は伊藤有希

選手が４位、高梨沙羅選手が９位だった。 

世界最大級のジャンプ台がある北西部プラニツァ

はこれまで男子スキージャンプワールドカップ最終戦

の会場となってきたが、スロベニアの女子ジャンプの

成功と人気を背景に、今年は初めて女子でもシーズ

ン最終戦の会場となった。 

 

【生活、その他】 

●社会・政治的トピックに関する世論調査【４日】 

世論調査によると、スロベニア人は職業のうち消防

士と市民保護を信頼しており、教会、政府、国民議会

を信頼していない。５５％は汚職が蔓延していると考

え、中絶は７６％、同性婚は５３％が、安楽死は６３．

５％が容認している。５３％が政治に関するメディアの

偏向を指摘し、民主主義、世界的政治的影響力が最

も誇りに思わない事項として挙げられた。 

 

●スロベニア人の約半数がレインボー・ファミリーを

受け入れ【２２日】 

ＬＧＢＴ協会Ｌｅｇｅｂｉｔｒａが依頼した世論調査による

と、スロベニア人の４５％がレインボー・ファミリー（両

親のどちらかが性的少数者である家庭）に対して肯

定的な態度を示し、３６％が否定的な態度を示した。

肯定的態度はＺ世代で最も高い。 

 

●女性の晩婚化【２５日】 

スロベニアの女性の晩婚化が進み、ほとんどの場

合、子供は１人を選択していることが明らかになっ

た。２０２３年に生まれた子供は１６，７６９人で、これ

は２０２２年より５％近く少なく、過去５０年間で最低の

数字である。また、母親は労働市場で積極的に働い

ており、特に３人以上の子供は８１．５％が働いている

（ＥＵ平均５６．７％）。 

 

 

 

スロベニア日本国大使館 
電話：+386-1-200-8281 又は 8282 Fax：+386-1-251-1822、Email：info@s2.mofa.go.jp 

Web:http://www.si.emb-japan.go.jp/website_jp/index_j.html 

●本資料は、スロベニアに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。新たに配信を希望される方、あ

るいは今後配信を希望されない方は、以下のメールアドレスにご連絡ください。 

 info@s2.mofa.go.jp 

 

【領事班からのお知らせ】 

●証明のオンライン申請及びクレジットカードによるオンライン決済の開始について 

各種証明（一部を除く）のオンライン申請及びこれらの手数料のクレジットカードによるオンライン決済が可能と

なりました。これまでは、平日の昼間に窓口に来館されて申請を行っていただく必要がございましたが、同日以

降は、夜間、休日問わずオンラインで申請いただけますので、是非ご利用ください。詳しくは以下のリンク先を

ご確認ください。 

当館 HP：https://www.si.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00834.html 

●パスポートのオンライン申請と申請手続きの一部変更 

パスポートの手続きの一部がオンラインで申請可能となりました。オンライン申請に際しては、在留届が「電子

届出化」されている必要があります。詳しくは以下のリンク先をご確認ください。 
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当館 HP：https://www.si.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00740.html  

●スロベニアに９０日以上滞在される方は、在留届を提出してください。また、住所・連絡先の変更、同居家族

の追加など、提出済み在留届の記載事項に変更が生じた場合は「変更届」を、帰国や当館管轄地域外へ転出

する場合は「帰国・転出届」を必ずご提出ください。 

特に、当館からの重要な連絡が確実に皆様に届くよう、E メールアドレスや携帯電話番号の変更は速やかに

届出をお願いいたします。 

【外務省オンライン在留届】： http://www.ezairyu.mofa.go.jp/ 

●海外に住んでいる人が、外国にいながら国政選挙に投票できる制度を「在外選挙制度」といい、これによる

投票を「在外投票」といいます。在外投票ができるのは、日本国籍を持つ 18 歳以上の有権者で、在外選挙人

名簿に登録され、在外選挙人証を持っている人です。在外選挙人証の申請から受け取りまでには通常２か月

程度の期間を要しますので、早めの申請を行ってください。 

●当地での在留許可取得や在留許可延長手続の際に必要となる警察（犯罪経歴）証明については、申請から

交付までに通常約２か月かかります。お手続きに必要となる期間をあらかじめ考慮の上、余裕を持って申請を

行っていただくようお願いいたします。 

●こころがモヤモヤしたり、ざわついたりするときは、相談してみませんか？ 

 外務省は、特定非営利活動法人と連携して海外在住日本人の孤独・孤立対策の支援を行っています。海外

にいても、ＳＮＳやチャットを使って日本語で相談できます。相談は無料です。 

【外務省ＨＰ：孤独・孤立及びそれに付随する問題でお悩みの方へ】 

https://www.anzen.mofa.go.jp/life/info20210707.html 
  

【参考情報】 

１．外務省海外安全ホームページ 

https://www.anzen.mofa.go.jp/life/info20210707.html  
 

２．たびレジ簡易登録 

本サービスは、メールアドレスとメール配信を希望する国・地域を選択するだけで、当該在外公館から領事メールを

受信することが出来ます。ぜひご活用下さい。 

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｅｚａｉｒｙｕ．ｍｏｆａ．ｇｏ．ｊｐ／ｔａｂｉｒｅｇ／ｓｉｍｐｌｅ／ｒｅｇｉｓｔｅｒ 

 

【広報文化班からのお知らせ】 

●「第１２回ジャパン・デー２０２４」の開催について 

 日本の祭「第１２回ジャパン・デー２０２４」は以下の要領で開催されます。 

○開催予定日：６月１５日（土）１１時から１７時 

○会場：開催場所：リュブリャナ市ＴＲ３ビル前広場及びＴＲ３ビル屋内 

○主催：ジャパン・デー実行委員会 

※詳細は、Dan Japonske フェイスブックをご覧ください。 

https://www.facebook.com/DanJaponske/ 

 

●スロベニア語字幕付 Japan Video Topics 配信中 

 当館 YouTube チャンネルにおいて、日本の文化や技術を紹介する Japan Video Topics のスロベニア語字幕版

（英語音声）を配信しております。 

Embassy of Japan in Slovenia - YouTube 
 

●最新情報は、当館フェイスブックでチェック！ 

https://www.facebook.com/Embassy.of.Japan.in.Slovenia/ 

 


